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国
土
交
通
省
所
管
の
財
団
法
人
「
公
共
用
地
補
償
機
構
」
に
お
け
る
職
員
旅
行
の
費
用
に
関
す
る
第
三
回
質
問

主
意
書

本
年
四
月
三
十
日
、
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
（
以
下
、
「
暫
定
税
率
」
と
い
う
。
）
を
復
活

さ
せ
る
税
制
関
連
法
案
が
再
可
決
さ
れ
た
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
二
四
七
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質

問
す
る
。

一

国
土
交
通
省
所
管
の
財
団
法
人
で
あ
る
「
公
共
用
地
補
償
機
構
」
の
役
員
・
管
理
職
三
十
人
が
、
職
員
旅
行
費
の
約
半
分

に
当
た
る
千
五
十
万
円
を
同
機
構
に
返
還
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
本
年
三
月
七
日
付
の
新
聞
が
報
道
し
た
こ
と
に
つ

き
、
同
機
構
に
お
け
る
職
員
旅
行
（
以
下
、
「
職
員
旅
行
」
と
い
う
。
）
の
費
用
額
及
び
費
用
負
担
先
等
に
つ
い
て
前
回
質

問
主
意
書
で
問
う
た
と
こ
ろ
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
迄
の
間
、
「
職
員
旅
行
」
の
費
用
総
額
と
そ
の
内
同
機
構
の

職
員
が
負
担
し
た
金
額
に
つ
い
て
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
百
九
十
八
万
四
千
六
百
十
五
円
と
三
十
二
万
四

千
円
（
二
〇
〇
三
年
度
）
、
四
百
三
十
八
万
六
十
五
円
と
三
十
二
万
円
（
二
〇
〇
四
年
度
）
、
四
百
六
十
四
万
四
千
三
百
五

十
五
円
と
零
円
（
二
〇
〇
五
年
度
）
、
四
百
二
十
万
六
千
五
百
九
十
円
と
十
万
四
千
五
百
円
（
二
〇
〇
六
年
度
）
、
四
百
三

十
六
万
八
千
二
百
八
十
一
円
と
三
万
円
（
二
〇
〇
七
年
度
）
で
あ
っ
た
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
、
「
職
員
旅
行
」
の
費
用
総
額

一



の
内
同
機
構
の
職
員
の
負
担
が
最
も
多
い
二
〇
〇
三
年
度
で
も
一
割
に
も
満
た
ず
わ
ず
か
八
％
程
度
で
、
二
〇
〇
五
年
度
に

至
っ
て
は
職
員
の
負
担
は
零
円
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
年
四
月
三
十
日
、
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
「
暫
定

税
率
」
の
復
活
が
決
ま
り
、
翌
五
月
一
日
よ
り
全
国
各
地
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
ガ
ソ
リ
ン
の
小
売
価
格
が
三
十
円
程
度

値
上
が
り
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
他
の
生
活
必
需
品
の
価
格
高
騰
に
苦
し
ん
で
い
る
国
民
に
更
な
る
負
担
増
を
強
い
る
こ

と
に
な
る
が
、
右
の
現
状
を
鑑
み
る
時
、
収
入
の
七
割
を
道
路
特
定
財
源
か
ら
の
支
出
に
頼
っ
て
い
る
「
公
共
用
地
補
償
機

構
」
に
お
け
る
「
職
員
旅
行
」
は
不
適
切
で
あ
り
、
同
機
構
の
幹
部
は
じ
め
主
務
官
庁
で
あ
る
国
交
省
は
猛
省
を
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
る
が
、
国
交
省
の
見
解
如
何
。

二

二
〇
〇
三
年
度
以
前
の
「
職
員
旅
行
」
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
、
国
交
省
は
把
握
し
て
い
る
か
。
参
加
す
る
職
員
の
負
担

が
ほ
と
ん
ど
な
く
「
職
員
旅
行
」
が
行
わ
れ
る
と
い
う
悪
習
は
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
か
。

三

前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
公
共
用
地
補
償
機
構
」
の
職
員
が
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
二
〇
〇
七
年
度
迄
の
「
職
員
旅
行
」
の

費
用
の
約
半
分
に
当
た
る
千
五
十
万
円
を
返
還
す
る
と
表
明
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
半
額
で
は
な
く
全
額
を
返
還
す
べ

き
で
は
な
い
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
返
還
す
る
金
額
に
関
す
る
国
土
交
通
省
と
し
て
の
考
え
方

に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
に
設
置
し
た
『
道
路
関
係
業
務
の
執
行
の
あ
り
方
改
革
本
部
』
に
お
い
て
、
外
部
有
識
者
の
意

二



見
を
も
と
に
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
答
弁
に
あ
る
「
道
路
関
係
業
務

の
執
行
の
あ
り
方
改
革
本
部
」
（
以
下
、
「
本
部
」
と
い
う
。
）
と
は
ど
の
様
な
組
織
か
、
設
立
経
緯
、
責
任
者
、
構
成
者

の
官
職
氏
名
等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

四

「
本
部
」
に
は
民
間
人
は
参
加
し
て
い
る
か
。

五

四
で
、
民
間
人
が
参
加
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
者
に
対
し
て
謝
礼
は
支
払
わ
れ
て
い
る
の
か
、
支
払
わ
れ
て
い
る
の

な
ら
、
ど
の
程
度
の
謝
礼
が
支
払
わ
れ
て
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

六

「
本
部
」
に
お
け
る
「
職
員
旅
行
」
の
費
用
の
返
還
に
つ
い
て
の
検
討
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。
福
田
康

夫
内
閣
総
理
大
臣
が
本
年
四
月
三
十
日
の
記
者
会
見
に
お
い
て
「
こ
れ
ま
で
の
国
会
審
議
な
ど
を
通
じ
て
、
道
路
特
会
な
ど

で
の
無
駄
づ
か
い
が
明
ら
か
に
な
り
、
道
路
整
備
計
画
の
信
頼
性
に
も
大
き
な
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
来
、
道

路
財
源
で
あ
れ
、
何
で
あ
れ
、
国
民
の
税
金
を
お
預
か
り
し
て
い
る
以
上
、
一
円
た
り
と
も
無
駄
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
道
路
財
源
に
関
す
る
無
駄
づ
か
い
に
つ
い
て
は
、
不
適
切
な
支
出
を
た
だ
ち
に
止
め
る

こ
と
、
随
意
契
約
を
競
争
的
な
契
約
に
変
え
る
こ
と
、
不
要
の
天
下
り
を
徹
底
排
除
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。
問
題

は
こ
れ
が
着
実
に
実
行
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
外
部
有
識
者
に
よ
る
監
視
も
強
化
し
、
具
体
的
な
予
算
の
削
減
に
つ
な

三



げ
て
ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
「
職
員
旅
行
」
に
限
ら
ず
、
道
路
特
定
財
源
を
巡
る
無
駄
遣
い
に
国
民
は
「
大
き

な
疑
問
」
を
超
え
て
、
心
底
怒
り
を
感
じ
て
お
り
、
ま
た
道
路
特
定
財
源
に
限
ら
ず
、
国
民
の
尊
い
税
金
が
無
駄
に
使
わ
れ

る
こ
と
は
断
じ
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
料
す
る
と
こ
ろ
、
あ
く
ま
で
「
職
員
旅
行
」
の
費
用
を
全
額
返
還
さ
せ
る
べ
き

だ
と
考
え
る
。
「
本
部
」
に
お
い
て
ど
の
様
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


